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3年生第1セッション

人には気持ちがあることを知ろう！

所要時間
45分

目的
１．人は誰にでも気持ちがあることに気づかせる。

２．様々な“気持ち（感情）”の言葉に触れさせる。

準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「なかま・友だち」｢ささえる・助ける｣「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」｢まわりの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「人はだれにでも、気持ちがある」) 

□ポスター「3年生ピアの目標」

□模造紙①「今日の目標・学習の流れ」
□掲示用プリント①「やった！」

□掲示用プリント②「ええ！」
□プリント１｢気持ち、知っている？｣（児童数)

□感情カード

□第1回かくにんプリント（第1回ふりかえりプリントと両面印刷：児童数）
□第1回ふりかえりプリント（第1回かくにんプリントと両面印刷：児童数）

般化維持プログラム

□ポスター「こんなにあるよ!気持ちをあらわす言葉」

□チャレンジ・プリント（児童数）

□3年生ぴあぴあ新聞第1号（児童数）

児童の持ち物

□小学3年生予告プリント

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　

□筆記用具
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	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．はじめに(5分)

	ピア･サポートの説明(3/3)

3年生の授業目標の説明(2/5)


	· 今日から「ピア・サポート」の授業をはじめます。この前、予告プリントを使ってピア･サポートの意味と3年生で学習することについてお話をしましたね。まずは、その復習から始めます。

1．ピア・サポートの意味

・ピア･サポートのピアとはどんな意味でしたか？

· そうですね。「なかま・友だち」という意味です。

・では、サポートはどんな意味でしたか？

· はい。「ささえる・助ける」という意味でした。

・では、ピアとサポート、この2つをつなげると、どういう意味になりますか？

・そうですね。「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」という意味でした。
2．支え合い助け合う関係をつくるために大切な2つのポイント

· では、質問を変えます。

・このようにみんなが支え合ったり、助け合ったりするために、大切なことが2つありましたね。何だったでしょうか？

· はい。1つ目は、「まわりの人を大切にする」ことでした。
· 2つ目は、「自分を大切する」ことでした。
· まわりの人を大切にするためには、それと同じくらいに、自分のことを大切にすることが、できるようにならなければなりません。
· 両方できるようになって初めて、本当のピア･サポートができるようになるからです。
3．3年生としての授業の目標

・次に、3年生のピア・サポートの目標について、確認します。

· 3年生のピア・サポートで、みなさんが学習することは何ですか？
· そうです。人の「気持ち」についてです。目標を覚えていますか？
· はい。ここに貼ってありますね。大きな声で読んでみましょう。

→(一斉に音読させる)「気持ちに気づこう！」

· みなさんは、毎日、いろいろな気持ちを感じながら、生活しています。その「気持ち」について全くなにも知らない人はいないでしょう。
· でも、学校でこうしてみんなで学習することもあまり多くないでしょう。
· これから「気持ち」について学習していくと、それは少しだけ難しくて、とても面白いものだということがわかります。楽しみながら「気持ち」についてのいろいろなことに気づいていきましょう。

	「なかま」「友だち」

「ささえる」｢助ける｣

｢仲間や友だちをささえる、助ける｣

「まわりの人を大切にする」｢自分を大切にする｣

「人の気持ち」

「気持ちに気づこう！」

　　　　　　
	●フラッシュカード「ピア･サポート」

◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「なかま・友だち」｢ささえる・助ける｣「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」
◇フラッシュカードの提示

●フラッシュカード「まわりの人を大切にする」「自分を大切にする」

◇フラッシュカードの提示

●（あらかじめ黒板外に掲示）ポスター「3年生ピアの目標」



	2．今日の目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/6)
	1．今日の目標の説明

· 今日は「気持ち」についての1回目の授業です。今日の目標をお話します。こちらを見ましょう。

· これが今日の目標です。みなさんで一緒に読んでみましょう。

→一斉に音読させる。

目　標：人には気持ちがあることを知ろう！ 
· 今日、ピア・サポートの授業が終わったとき、みなさんがこのことにしっかり気づいているよう、学習を進めます。

2．今日の学習の流れの説明
· 次に、今日の学習の流れを説明します。

· ①「はじめに」のところでは、「ピア・サポートの意味」と「3年生のピア・サポートの目標」を確認しました。今は、②「今日の学習の説明」をしているところです。

· これから、2つの活動をします。「気持ち、知っている？」と「気持ちを考えよう」です。
· 活動が終わったら授業の「かくにん」をして、「ふりかえりプリント」に感想を書いて、終わりです。今日すること、わかりましたか？


	
	●（あらかじめ掲示）模造紙①「今日の目標・学習の流れ」



	3. 活動Ⅰ「気持ち、知っている？」(16分)

	気持ちについての気づき(2/8)
活動の説明(1/9)

活動(5/14)

全体シェアリング(7/21)

活動のまとめ

(1/22 )


	1.気持ちについて気づいてもらいたいこと

· では、早速ですがここにいる人を見てください。
・この人は、どんな「気持ち」でしょうか？

・そうですね。「うれしい」とか「楽しい」とか「喜んでいる」とか…いろいろ考えられますね。
・では、こちらの人は、どんな「気持ち」でしょうか？

・はい。「びっくり」とか「おどろき」とかですよね。
・今日はまず、「気持ち」について、１つ気づいてもらいたいことがあります。

· それは、これです。皆さんで読んでみましょう。

人はだれにでも、気持ちがある　
· 気持ちがない人はいません。生まれたばかりの赤ちゃんから、おじいちゃん、おばあちゃんまで、気持ちを持っていない人はいないのです。

· 当たり前のことですが、誰にでも気持ちはあるということに、今日は気づきましょう。

2.こんな気持ちはどんなときになる？ 

· では、これからプリントを1枚配ります。そのプリントを使って、そこに書かれているような気持ちになるのはどんなときか、考えてみましょう。受け取ったら名前を書いて待っています。
→プリント１配付

· では、そこに書いてあることを読みましょう。

→問題文を読む。

・四角の中に例として「おもしろい」という気持ちが書いてありますね。先生は、どんなときに「おもしろい」という気持ちになるかな？と考えてみると「給食のパンの形がハートみたいだったとき」、おもしろいなぁと思ったことがあります。それで、そのことを書きました。

・こんなふうに、皆さんは自分がどんなときに「たのしい」気持ち、それから「かなしい」気持ち、になるのか、考えて書いてみましょう。いくつも思いついたら、書いていいですよ。

・時間は5分くらいです。始めましょう。

3.全体シェアリング

・（5分後、児童の様子を見て）そろそろいいですか？では、発表をしてみましょう。

→○同じ「たのしい」「かなしい」でも、いろいろな場面で感じる可能性があることに気づかせる。

○また、人によって感じる場面が違うことにも気付かせる。

・たくさん出てきて面白いですね。
4.この活動をまとめ、次の活動につなぐ

・先ほど話をしたように、気持ちはみんなにあります。みんな、いろいろなところで気持ちを感じています。

・では次に、皆さんの身近な人の気持ちを考えてみましょう。


	「うれしい」「よろこんでる」「楽しい」「感動」

「びっくり」「おどろき」
プリントに記入する

発表する


	●掲示用プリント①「やった！」

◇掲示用プリント①提示

●掲示用プリント②「ええ！」

◇掲示用プリント②提示

●プリント１「気持ち、知っている？」

◇プリント１配付

◇活動の補助

●お助けカード

◇板書



	4. 活動Ⅱ「気持ちを考えよう」(15分)

	活動の説明(2/24)

活動
(12/36)

活動のまとめ

(１/37 )


	1.活動の説明
· というわけで、皆さんにとっての身近な人、とは誰でしょうか。

· 実は、それは私です。

· 私（先生）にも気持ちがあります。私の気持ちを皆さんに当ててもらいます。
· これから３～４人のグループになります。そのグループに１セット「感情カード」というのを配ります。皆さんは、そのカードの中から私気持ちを考えて当てるのです。では、感情カードを配ります。

→児童をグループにし、その間にカードを配付。

・始めにカードにある気持ちを、みんなで確認しましょう。全部で18種類あります。

→1枚ずつ読み上げてもよいし、子どもたちに任せてもよい。
2. 指導者の気持ちをあてる
· 今から、私がある演技をします。皆さんはその演技を見たらグループで話し合いをしてカードの中から気持ちを1つ選びます。そうしたら私が合図をしますので、それぞれの答えを挙げます。どのグループも一斉に答を出しますので、小さな声で相談しましょう。
· では第１問「朝起きて天気が良かった」ときの私の気持ちを表現します。よく見ていましょう。
→伸びをして“今、朝起きました”という雰囲気の演技をする。窓を開けるジェスチャーをして、外のいい天気を見たときの気持ちを！
→演技の後は一瞬そのままポーズする。

· はい。今の気持ちは何でしょうか？考えましょう！
・（1分後）では、答えを一斉にあげましょう。

・正解は「○○」です。
・よく考えられました。では、第2問です。
（日常でありそうな場面を時間の許す限り実施）

○着替えようと思ってタンスを開けたら、洋服がぐちゃぐちゃに入っていた。

○大好きなプリンを食べようと思っているところ。

→冷蔵庫を開けたらプリンがなかったところ。

○児童の算数のテストに丸付けをしようとしているところ。

○休み時間に廊下を歩いていたら、走っている6年生を見かけたとき。

○テレビで野球の試合を見ていたら、好きなチームが負けたとき。

○掃除をしていたら、ずっと探していた鉛筆が机の下から出てきたとき。

活動の留意点

・他のグループがどんなカードを予想として挙げているかも観察させる。そのために、グループごとに発表をさせてもよい。

・外れたグループに対してのフォローとして「先生はこういう気持ちだったけど、人によっては違うかもしれないね」などと話す。
・たくさん考えられましたね。

3.まとめ

・今日、してみたように人の気持ちを考えることは難しいけれど、面白いことでもあります。
・上手に人の気持ちを考えることができると、その人と仲良くなれます。

・誰にでも気持ちがあることを忘れずに、これからも気持ちについて学んでいきましょう。

	「友だち？」「おかあさん！」「家族」
グループになる
カードを確認する
話し合う
カードを挙げる

	●感情カード
◇感情カード配付

◇正解を板書



	5.確認(3分)

	確認(3/40)

	· それでは今日学習したことを確認します。「第1回かくにんプリント」を配ります。配られたら名前を書きましょう。

· 名前が書けたら、空いているところにどんな言葉が入るか、考えて待っていましょう。

→（少し時間をおいてから）指導者が確認プリントを読み上げる。空欄にキーワード｢気持ち｣を埋めさせる。

→最後に、全員を読む。

	プリント記入
	●第1回かくにんプリント

◇第1回かくにんプリント配付

	6.ふりかえりプリントの記入(5分)

	ふりかえりプリント記入と回収、次回の予告(5/45)


	· では、かくにんプリントを裏返しましょう。「ふりかえりプリント」を書きます。

→以下、質問1,2については、当てはまるところに○を付けさせる。質問3は時間をとり、自分の考えを書き出すように促す。何を知ったか、どんなことを思ったかなど、自分を振り返るようにさせる。
· では、そろそろ書き終わりましたか？

· 次回は、　月　日です。次も「気持ち」について学習します。楽しみにしていましょう。

	ふりかえりプリント記入、提出
	●第1回ふりかえりプリント 
◇第1回ふりかえりプリント回収
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板書計画(案) 　　　　　　→あらかじめ掲示
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